
 

① 労働時間が長い主な理由は、労働力不足や工期設定に問題があるのではありませんか。 

 

 

② 高齢者の増加と技術者不足の結びつきがピンときません。 

③ 「建設現場では」となっていますが、施工管理業務の一例だと思います。 

 

 

④ 前後同じようなことを言っています。どちらか一方で良いのではないでしょうか。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 



⑤ トイレが汚いから離職してしまうは、理由が限定的に感じます。安全面の例も挙げては

どうでしょうか。また、「○○により離職防止が課題」は表現がおかしいことと、課題

を言っちゃってますね。ここは、背景や問題点を書くべきなので、「○○により、離職

が増加している。」とかではないでしょうか。さらに、「「若者入職者の離職」も違和感が

あります。シンプルに「「若者の離職」で良いと思います。加えて。若者の離職者と限定

しているのも関わらず、若者であるが故の問題点も指摘されておりません。例えば、技

術継承が難しい、建設業の高齢化が顕著といった記述が必要ではありませんか。 

⑥ 就労促進の観点では、「２） の人材確保と同じように感じます。「「労働衛生面の観点」と

してはどうでしょうか。 

 

 

⑥ 内容からするに、BIM/CIMですね。 

⑦ 各建設プロセスにおいてと言っているので、「全面的に」は必要ないと思います。 

⑧ 「「航空レーザー測量で３次元測量を行い」の表現は、測量が繰り返されており違和感が

あります。よって、「「航空レーザー測量で３次元点群データを取得する。」でどうでしょ

うか。 

⑥ 

⑦ 

⑧ 



 

⑨ 「建設業」→「建設業務」 

⑩ タイトルと不一致。 

⑪ 手続きを図るわけではなく迅速化を図るので、「行政手続きの迅速化」とした方が良い

と思います。 

 

 

 

⑫ 主語がないので、登録する人と把握する人が誰だか分かりません。また、労働者の水準

とはどんな情報なのでしょうか。さらに、これの情報を把握することで、なぜ生産性が

向上するのかも分かりません。 

⑬ 主語述語の関係がおかしいです。文が長いので、一旦切りましょう。よって、文末は、

「・・・企業を適切に評価する。」となるのではないでしょうか。 

⑭ 「「受注機械」→「「受注機会」。分かりづらい表現です。例えば、「「これにより、従事する

技能者の適正な評価を促し、能力に見合った処遇改善を図る。」といった表現でどうで

しょうか。 

⑮ 建設キャリアップシステムが、処遇改善につながることは理解できますが、生産性の向

上に繋がるロジックは理解できません。 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 



 

⑯ 「に」追記。 

⑰ 懸念事項なので、「知識不足が懸念される」としてはどうでしょうか。 

⑱ 「不性」→「不正」。 

⑲ この記述は懸念事項ではないと思います。 

⑳ 内容は良いのですが、懸念事項の順番「２①知識不足②セキュリティ に合わせると読み

やすいと思います。 

 

 

 

⑯ 

⑱ 

⑰ 

⑲ 

⑳ 


